様式第２号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

令和５年度ふじのくに関係人口創出・拡大事業モデル創出業務委託　業務計画書
　１　提案者等の概要

(１)提案団体

※団体の分類は、ア、イ、ウのいずれかを表記すること。

	団体分類
	ア コーディネート組織、イ 地域団体又は企業

ウ ア及びイを含む団体・協議会等

	名称
	　

	所在地
	　

	代表者名
	　

	業務責任者
	職氏名
	　

	
	メール
	　

	
	電話番号
	　

	経理責任者
	職氏名
	　

	
	メール
	　

	
	電話番号
	　

	業務実施期間
	令和　年　月　日　　～　　　令和　年　月　日

	団体概要
（団体紹介）
	


　(２)共同団体

※団体の分類は、ア、イのいずれかを表記すること。

※（１）の団体分類でウを選択した場合は、本業務に参画する構成メンバーを全て記入すること。

	団体分類
	ア コーディネート組織、イ 地域団体又は企業

	名称
	　

	所在地
	　

	代表者名
	　

	業務責任者
	職氏名
	　

	
	メール
	　

	
	電話番号
	　

	業務実施期間
	令和　年　月　日　　～　　　令和　年　月　日

	団体概要
（団体紹介）
	


※共同団体が複数いる場合はこちらをコピーして使用してください。

２　業務内容

※画像やイメージ図等なども用いて、どのようなモデル創出を行うか記載すること。

※本欄に概要のみを記載し、詳細は別紙として独自様式（MS-Excel等）に記載しても結構です。

	＜地域や関係人口（県外の大学生等）のニーズ、解決しようとする地域課題＞

・地域の概要とニーズ（地域課題）

・関係人口が持つニーズ（地域に関わる動機）

・ターゲットの関係人口（属性や関わりの質・量）

＜目標設定と成果検証方法＞

・県外の大学等とのネットワークを持ち、地域団体・企業と学生等の両者にメリットのあるプロジェクトの実施が可能なコーディネート組織と、プロジェクトの受け皿となる地域団体・企業との連携方法と役割分担

・フィールドワークや課題解決型インターンシップ等の学生が参加できるプロジェクトを通じて、継続的に地域団体・企業を応援する関係人口を創出・拡大するためのプログラム

・関係人口の参加、支援によるプロジェクト受入れ側の地域団体・企業の組織の活性化

＜実施体制＞

・各団体の役割分担

＜モデルの実施プログラム＞

・テーマ

・取組全体像

・実施プログラムの内容と費用

（関係人口へのアプローチ、関係構築、関係人口のニーズを捉えた活動）

＜モデルの継続性（自立や自走化）＞

＜モデルの横展開の可能性＞




３　スケジュール

	実施（予定）時期
	実　施　内　容
	実施場所

	
	
	


４　委託費見積

令和５年度ふじのくに関係人口創出・拡大事業モデル創出業務の経費について、次により見積もりします。

(１) 見積金額

金　　　　　　　　　　円也(内消費税及び地方消費税相当額　　　　　　　円）

(２)　見積項目（内訳書）
	費目
	金額（円）
	左の積算

	直接経費
	人件費
	人件費
	
	

	
	事業費
	旅費
	
	

	
	
	会議費
	
	

	
	
	謝金
	
	

	
	
	貸借料
	
	

	
	
	外注費※
	
	

	
	
	印刷製本費
	
	

	
	
	消耗品費
	
	

	
	
	賃金
	
	

	
	
	通信運搬費
	
	

	
	
	情報収集費
	
	

	
	
	その他
	
	

	間接経費
	一般管理費
	
	

	消費税及び地方消費税
	
	

	計
	
	


　※共同団体や専門業者等へ外注する際は、（参考２）に外注費の内訳を記載してください。

（参考１）委託費とは別に、自己資金等を活用して関連事業を行う場合は、記載してください。
	区分
	金額（円）
	左の積算

	支出
	委託外経費
	
	

	収入
	自己資金
	
	

	
	その他（　　　）
	
	

	計
	
	


(参考２)外注費の内訳

	外注先の名称
	（例）○○団体

	外注の内容
	（例）○○の実施

	費目
	金額（円）
	左の積算

	人件費
	人件費
	
	

	事業費
	旅費
	
	

	
	会議費
	
	

	
	謝金
	
	

	
	貸借料
	
	

	
	外注費
	
	

	
	印刷製本費
	
	

	
	消耗品費
	
	

	
	賃金
	
	

	
	通信運搬費
	
	

	
	情報収集費
	
	

	
	その他
	
	

	間接経費
	一般管理費
	
	

	消費税及び地方消費税
	
	

	外注費の計
	
	


　※外注先が複数ある場合はこちらをコピーして使用してください。

